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水産本庁分会「2016年春闘要求書」回答交渉

議 事 要 旨

１．開催日時：平成２９年９月１３日（水）12:05～12:50 (45分)

２．場 所：水産庁漁政部第２会議室

３．出 席 者：

水産庁 栗原 秀忠 漁政課長

同 佐々木 亨 船舶管理室長

同 清水 昭彦 管理官

同 森 健二 課長補佐（人事班担当）

同 杉原 正夫 課長補佐（管理班担当）

同 渡邉 幹央 課長補佐（船員班担当）

同 廣野 雅子 管理官

水産本庁分会 香取 義和 執行委員長

同 加悦 幸二 執行委員(会計長)

同 石黒 哲也 執行委員

同 田苗 博美 書記

４．議 題：2017年春闘要求書回答

（水産本庁分会提出 別添「要求書」）
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５．議事概要

（杉原管理班長）

ただ今から、水産本庁分会の春闘要求書に基づき、交渉を実施

いたします。本日の交渉に先立ち、国家公務員法第１０８条の５

の規定に基づく予備交渉を８月30日に実施しておりますので、交

渉対象となる事項について回答いたします。

それでは、要求の趣旨について香取委員長よりご説明をお願い

します。

（香取委員長）

既に要求書の内容を見ていただいたと思いますが、積み残しに

なっている要求もあるので従来の内容となっています。職員皆の

声を集めた要求として受けとめていただきたいと思います。

（杉原管理班長）

それでは、漁政課長から要求事項について回答します。漁政課

長お願いします。

（栗原漁政課長）

７月10日付けで異動となりました漁政課長の栗原です。

それでは回答いたします。

まず「Ⅰ．陸上職員要求」の「２．水産庁における人事評価制

度について」（１） と（２）及び「Ⅱ．船舶職員要求」の「３．

水産庁における人事評価制度について」（１）と（２）について、

（１）制度の周知徹底については、「人事評価マニュアル」「リ

ーフレット」等を職員掲示板に掲示しているところであり、今後

も機会ある毎に周知を図ってまいります。

評価者研修については、内閣人事局主催の評価者講座や農林水

産省主催の新任管理者研修などに、可能な限り多くの評価者を参

加させ、また、受講機会が少ない船舶職員の評価者に対しても

e ラーニングの活用により評価者の評価能力の向上に努めている
ところです。
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（２）期首・期末面談における被評価者に対する指導・助言を

行うに当たっては、可能な限りきめ細かな指導・助言を丁寧に行

うよう評価者に周知しております。また、評価の過程における評

価者と被評価者とのコミュニケーションを通じて、組織内の意識

の共有化や業務改善等に結びつけていくとともに、日常のコミュ

ニケーションによって把握した事実を評価に適正に反映させるこ

とが重要と考えています。

なお、平成２６年４月２５日付けの総務省人事・恩給局長通

知等の中に「全評価者が評価者訓練等の受講経験を得られるよう、

その機会の確保等に努めること」あるいは「評価者は業務に関す

る目標等について被評価者と十分に認識を共有するよう努めると

ともに、必要な指導助言を行うなど、その充実を図るよう努める

こと」が明記されたところです。

「Ⅰ．陸上職員要求」の「３．労働時間・休暇等について」

（１）母性保護について、人事院規則１０－７では、妊娠中及び

産後１年を経過しない女子職員が請求した場合には、深夜勤務及

び超過勤務をさせてはならないこととなっています。本制度を利

用しなくても気兼ねなく退庁できるような職場環境づくり、母性

保護への配慮等、適切に対応してまいります。

（２）育児短時間勤務制度については、平成１９年の制度導入

以降、勤務時間法改正時や育児休業法改正時等、その都度「毎日

見る掲示板」、「水産庁掲示板」により職員への周知を図ってき

たところであり、他の休業制度も含め、今後とも職員への周知に

努め、活用を図るよう促してまいります。

（９）年次有給休暇の取得の促進については、職員が休暇を取

得しやすい職場環境づくりが最も重要と認識しており、今後とも

職場環境づくりに務め、計画的な使用を推進するよう周知してま

いります。

また、ゴ－ルデンウィ－クや夏季休暇の際に、併せて年次休暇

の取得により長期連続休暇の取得を促進するよう周知していると

ころであり、今後とも、計画的に年次休暇が取得できるよう促し

てまいります。
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次に、６の「超過勤務の縮減について」（２）と（３）につい

て、農林水産本省では、庶務課長会議において、平成15年比３割

縮減を目標とし、「本省庁における超過勤務時間縮減目標達成の

ために具体的に取り組む事項」について積極的に取り組んでいく

ことを申し合わせています。水産庁としても、目標達成に向け、

着実かつ積極的に取り組んでまいります。

水産庁においては、各課管理者に対し、職員の超勤状況の把握

に努め、健康の維持管理に十分配慮するよう指導してきていると

ころです。また、庁議の場において、各管理職に対し、事前命令

の徹底や各課長が業務の必要性を十分精査の上、的確に超過勤務

を命ずる職員の登録を行うよう指示し、超過勤務の縮減に努めて

いるところです。

国会及び予算の待機については、漁政課においてできる限り早

く国会及び予算の対応状況を把握し、対応を要しないと思われる

課については、「メモ入れ」にするなど極力待機を解除するよう

心掛けています。

なお、待機を要する場合においても、必要最小限での対応とす

るよう各課管理職に周知しており、徹底するよう指導してまいり

ます。

「Ⅱ．船舶職員要求」の「６．漁業調査・漁業取締について」

（２）漁業調査・漁業取締業務の遂行に当たっては、天候、海況

等現場の状況をよく見極めた上で総合的に判断し、安全第一に行

うことは当然と考えています。また、外国漁船の立入検査等を行

う場合の身体の安全確保を図るため、防弾・防刃救命衣、投石防

護ヘルメット等、特殊装備品の整備を毎年行っており、今後とも

充実させ、一層の安全対策の推進に努めてまいります。

次に「10．健康管理に関すること」（１）医療体制の強化につ

いて、長期外航については、従来から医師の乗船について配慮し
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てきており、今後も乗船させるよう努力してまいります。

また、長期外航以外の航海については、看護士や衛生管理者に

より対応しているところであり、今後も、健康管理には十分留意

してまいります。

（５）健康診断の実施時期は、船舶の運航計画を考慮しながら

各船舶と打合せを行いつつ実施しています。また、健康診断の実

施から診断結果が出るまでに時間を要し、診断結果を受け取る前

に出港となる場合には、診断結果を船舶の寄港地に郵送している

ところです。

受信者が診断結果について心配されている場合は、電子メール

やファクシミリにより船舶に送信するよう乗組員に配慮した対応

を取っています。

次に「11.船舶の運航に関すること」（１）について、漁業資

源調査については、職員の精神的肉体的な負担を考慮し、安全で

余裕のある計画の策定に努めているところです。

運行計画については、例年、前年１０月頃に、船舶も含めた関

係者に調査テーマを募集した後、乗組員の要望を十分踏まえなが

ら計画案を策定し、翌年３月に乗組員も参加する開洋丸委員会に

おいて調査の目的や必要性、内容等を検討し、決定しているとこ

ろです。今後も、運行計画の策定にあたっては、乗組員に十分な

説明を行い、調整を図ってまいります。

（３）年間運航日数は、年次休暇及び週休が消化できることを

前提に決定しているところですが、実際の運航にあたっては、各

船の実情等により、運航日数が計画通りとはならない場合もある

ことを御理解願います。そのような場合でも、年次休暇及び週休

が可能な限り消化できるよう配慮してまいります。

（５）航海日程については、国際関係、調査海域又は漁船の操

業状況等により、期間を一律に限定することは困難ですが、寄港
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地については、補給の利便性及び現地の治安の良好な港となるよ

うできる限り配慮してまいります。

最後に、Ⅲ共通事項 １について、ハラスメントは根絶すべき

ものと認識し、公平・公正に判断し厳正に対処してまいります。

また、ハラスメント事案が発生しないよう研修等の機会を利用し、

予防対策に努めてまいります。

２の勤務条件に影響を与える制度等に関する職員への情報提供

については、労使間で合意に至った「農林水産省における新たな

労使関係の構築に関する基本方針」に則り、農林水産省の権限外

事項又は管理運営事項であっても、職員の勤務条件に影響を及ぼ

すおそれがあると思料される制度改正事項等、職員に周知すべき

事項について、あらかじめ職員向け電子掲示板に掲載し、全職員

に対して直接周知を図っているところです。

（杉原管理班長）

以上、交渉事項に対する回答とさせていただきます。

続きまして、質疑に入りたいと思います。ご質問等ございます

か。

特にご質問がないようですので、以上で2017年春闘要求書に対

する回答交渉を終了いたします。


